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消防署だより

本
格
的
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ご
家
庭
の
暖
房
器
具
の
お
手

入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、

石
油
価
格
が
高
騰
し
、
暖
房
に
使

用
す
る
燃
料
費
は
か
さ
む
い
っ
ぽ

う
で
す
が
、
や
は
り
石
油
ス
ト
ー

ブ
は
暖
房
の
主
役
と
し
て
、
多
く

の
ご
家
庭
や
事
業
所
で
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

燃
料
で
あ
る
灯
油
の
入
れ
物
に
つ

い
て
の
お
話
で
す
。

灯
油
の
入
れ
物
と
い
え
ば
皆
さ

ん
お
な
じ
み
の
「
灯
油
か
ん
」
で

す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
灯
油
か
ん

に
も
取
替
え
時
期
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
実
は
５
年
を

目
安
に
取
り
替
え
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
な

ど
、
紫
外
線
や
雨
風
の
影
響
を
受

け
る
環
境
で
保
管
さ
れ
た
灯
油
か

ん
は
、
３
年
程
度
で
劣
化
が
進
み

ま
す
。
物
置
な
ど
、
暗
く
て
温
度

の
低
い
場
所
に
保
管
す
る
の
が
一

番
い
い
の
で
す
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
な

ど
に
お
く
場
合
も
、
覆
い
を
し
て

紫
外
線
や
雨
風
を
遮
断
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
か
ん
に
は
製
造
年
月
が
わ

か
る
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

全
に
使
用
す
る
た
め
に
、
お
使
い

の
灯
油
か
ん
の
製
造
年
月
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

安
全
に
灯
油
を
保
存
す
る
た
め

に
、「
推
奨
」「
認
定
」
の
ラ
ベ
ル

の
つ
い
た
確
か
な
製
品
を
使
用
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ラ

ベ
ル
は
、
消
防
法
に
よ
る
容
器
性

能
試
験
に
合
格
し
た
灯
油
か
ん
に

貼
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
灯
油
か
ん
に
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
非
常
に
危

険
な
た
め
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
行
為
で
す
。
そ
の
他
、
灯
油

か
ん
に
貼
ら
れ
て
い
る
使
用
上
の

注
意
事
項
の
表
示
と
警
告
ラ
ベ
ル

を
よ
く
読
ん
で
安
全
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

灯
油
は
扱
い
や
す
く
経
済
的
な

の
で
、
ど
の
ご
家
庭
で
も
使
用
す

る
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
安

全
に
お
使
い
に
な
る
た
め
に
は
、

信
頼
で
き
る
容
器
で
保
管
し
、
定

期
的
に
容
器
の
点
検
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
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新春を彩る松前町消防出初式が実施されます。
お誘い合わせのうえ、ぜひ来場ください。
日時 １月１３日（日）

オープニングセレモニー １０時１５分～
開式 １０時３０分～

場所 松前公園多目的広場
（雨天時 松前公園体育館）

〈第１８回〉

女性団員：明けましておめでとうございます。皆さんは松
前町に纏（まとい）会という組織があるのをご存知でしょ
うか。今日は松前町纏会の会長をされている池内�好さ
んに色々なお話を伺いたいと思います。
まず、纏会という組織について。消防団のＯＢの方が
つくられた組織と伺っているのですが。

池内氏：ええ。だいたい３０年以上消防団員を務めた幹部の
者で組織しています。今は、３０名程在籍しています。

女性団員：池内さんの消防団員歴を教えていただけますか？
池内氏：消防団は父親も入っていた関係で昭和２８年、１８歳
の時に入団しました。昭和６３年に退団するまで３５年間活
動させてもらいました。

女性団員：３５年間！尊敬しちゃいます。ところで纏会の「纏」っ
てあの、昔の火消しが屋根の上で振ってたものですよね？
池内さんが現役の頃も使用されていたんですか？

池内氏：松前町が合併するまでは、各分団が出初式で士気
の高揚を図るために使われていたとの事です。また、頂

ば れん

いた表彰などを馬簾に明記して、組織の団結力の強化を
促したそうです。

私が若い時代には纏自体は使いませんでしたが、松前
消防署に展示してあるような「腕用ポンプ」を引いて現
場まで走ったものです。

女性団員：なるほど。歴史を感じますね～。それでは纏会
では具体的にどのような活動をされているのか教えてい
ただけますか？

池内氏：はい。いつ起こるかわからない大規模災害に備え、
自主防災組織の設立促進のための活動や、災害準備基金
への募金を呼びかける活動など、「自分たちの松前町は自
分たちで守る」という信念で、災害に対して自分たちに
できることをやっています。

女性団員：なるほど、豊富な経験や
リーダーシップを生かした活動を
されているわけですね。とても頼
もしいです。
これからもますますのご活躍を
期待しています。今日はどうもあ
りがとうございました。 ▲池内�好氏
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